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論　　文　　の　　要　　旨

　寒天を満たしたHe1e－Shawセルに定圧の空気を注入したときにできるパターン形成を研究してい

る。この二次元系で，粘弾性体固有の，不可逆的な破壊現象がからむ新しい型のパターン形成を発見

し，viscoelasticfi㎎eri㎎と名づけている。寒天は，濃度によって粘性と弾性のかねあいをいろいろ

と実現できる粘弾性体の代表として選ばれ，粘性流体的なviscous　fingeri㎎（VF）と，弾性体的な

sing1e　plane　crack1㎎（SPC）を含む3種類のパターン形成について，寒天濃度と注入圧力を制御した

パターンの相図を作成している。このパターンの成長過程を調べ，先端位置が時間に比例しているこ

とを観測した。ちなみに，VFでは二分の一乗，SPCでは比例である。さらに，寒天の破壊強度およ

び粘度と濃度の関係を測定しており，この種の実験素材としての基礎データとして貴重である。

審’　査　　の　　要　　旨

　粘性流体の特徴と弾性体の特徴を共存させながら一方から他方へ移行させる申で，パターン形成を

研究するのは新しい試みであり，新しい型のパターン形成を発見し，丹念に調べた成果は価値がある。

また，寒天の破壊強度と粘度の測定は貴重な基礎データである。よって，学位論文に値すると判定す

る。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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